
国際法務に係る日本企業支援等に関する

関係省庁等連絡会議（第７回）

議 事 次 第

日 時  平成２９年１０月２７日（金）午後２時～

場 所  最高検察庁大会議室（２０階）

１ 開会

  

２ 日本企業の海外展開を法的側面から支援するための関係省

庁等の施策に関する情報共有

○ 本年度実施している施策の内容

○ 来年度以降実施予定の施策及びこれらに係る来年度概算

要求の各内容

○ 国際仲裁の活性化に向けた関係府省連絡会議の開催につ

いて

３ 次回以降の予定，閉会
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国際法務に係る日本企業支援等に関する関係省庁等連絡会議の開催について（案）

平成 26 年７月 15 日

関係省庁等申合せ

平成 27 年６月 12 日

一 部 改 正

平成 29 年 10 月 27 日

一 部 改 正

１．日本企業等が海外において直面する法的側面を含む各種問題への対応支援等に

係る施策を一体的、戦略的に推進するため、国際法務に係る日本企業支援等に

関する関係省庁等連絡会議（以下「連絡会議」という。）を開催する。

２．連絡会議の構成は、次のとおりとする。ただし、議長は、必要があると認める

ときは、関係府省庁その他関係者の出席を求めることができる。

議 長 内閣官房内閣参事官（内閣官房副長官補付）

構成員 法務省大臣官房司法法制部司法法制課長

    法務総合研究所国際協力部副部長

外務省経済局政策課長

    外務省国際協力局地球規模課題総括課長

経済産業省通商政策局総務課長

    特許庁企画調査課長

    特許庁審判課長

オブザーバー 独立行政法人日本貿易振興機構ビジネス展開支援部長

独立行政法人国際協力機構産業開発・公共政策部次長

最高裁判所事務総局総務局第一課長

       日本弁護士連合会

３．連絡会議の庶務は、関係省庁等の協力を得て、法務省において処理する。

４．前各項に定めるもののほか、連絡会議の運営に関する事項その他必要な事項は、

議長が定める。

【資料１】



日
本
の
法
曹
有
資
格
者
に
よ
る
日
本
企
業
（
特
に
中
小
企
業
）
の
支
援
の
方
策
等
を
検
討
す
る

た
め
の
調
査
研
究

○
日
本
企
業
の
海
外
展
開
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
増
加
傾
向

→
特
に
ア
ジ
ア
新
興
国
を
中
心
に
法
制
度
や
運
用
の
不
備
が
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
に
。

○
法
曹
有
資
格
者
を
，
日
本
企
業
が
多
く
進
出
し
，
ま
た
は
今
後
の
進
出
が
見
込
ま
れ
る
ア
ジ
ア
新
興
国
に
派
遣

平
成
２
９
年
度
は
２
か
国
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
，
イ
ン
ド
）
に
お
い
て
調
査
を
継
続
し
て
お
り
，
既
に
調
査
が
終
了
し
て
い
る
３
か
国
（シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
，

タ
イ
，
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）に
つ
い
て
も
，
調
査
結
果
を
ア
ッ
プ
デ
ー
トす
る
た
め
の
調
査
を
実
施
中
。

※
平
成
３
０
年
度
は
，
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
既
に
調
査
が
終
了
し
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
調
査
結
果
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
予
定
。

○
現
地
に
お
け
る
調
査
方
法


現
地
法
令
等
の
文
献
調
査
，
現
地
当
局
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ


J
E
T
R
O
等
の
現
地
関
係
機
関
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
，
現
地
日
本
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
・ア
ン
ケ
ー
ト・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
実
施

「経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
1
7
」に
お
い
て
も
法
曹
等
専
門
家
の
海
外
派
遣
等
に
よ
る
企
業
へ
の
法
的
側
面
支
援
を
行
う
と
さ
れ
て

い
る
。

問
題
点
・
現
状

調
査
委
託
の
方
法
等

効
果

○
直
面
し
や
す
い
法
的
問
題
の
実
態

○
法
的
問
題
に
対
す
る
対
応
の
在
り
方

○
現
地
関
係
機
関
と
の
連
携

等
の
情
報
を
共
有
。
事
業
展
開
の
足
が
か
り
に
。

○
現
地
法
制
度
や
そ
の
運
用
上
の
留
意
点

○
現
地
に
お
け
る
日
本
の
法
曹
有
資
格
者
の
活
動
規
制

○
日
本
企
業
に
よ
る
法
的
支
援
の
ニ
ー
ズ
の
実
情

等
の
情
報
を
共
有
。
海
外
展
開
の
き
っ
か
け
に
。

日
本
企
業
（
特
に
中
小
企
業
）

現
地
で
の
活
躍
を
目
指
す
法
曹
有
資
格
者

日
本
企
業
が
直
面
す
る
法
的
リ
ス
ク
の
実
情
等
を
把
握
す
る
必
要

調
査
結
果
を
公
開
し
，
日
本
企
業
と
情
報
共
有
を
進
め
る

【法務省大臣官房司法法制部　資料２】
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●
中
短
期
工
程
表
「
海
外
の
成
長
市
場
の
取
り
込
み
」

○
対
内
直
接
投
資
の
促
進
体
制
強
化

対
日
直
接
投
資
推
進
会
議
に
お
い
て
・
・・
日
本
法
令
の
外
国
語
訳
拡
充
の
促
進

等
を
内
容
と
す
る
「
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
決
定
。
「政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
定
め
ら
れ
た

各
施
策
に
つ
い
て
，
担
当
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
省
庁
が
速
や
か
に
か
つ
着
実
に
実
施

未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７

（
H2

9.
6.

9
閣
議
決
定
）

●
外
国
企
業
進
出
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
課
題
の
解
決
方
策

○
日
本
法
令
の
外
国
語
訳
の
拡
充

政
省
令
，
告
示
，
通
達
等
を
含
め
た
法
令
に
つ
い
て
，
高
品
質
を
維
持
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
構
築
し
つ
つ
，
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
新
た
に
５
０
０
以
上
の
法
令
の
外
国

語
訳
を
公
開
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
ブ
を
目
指
し
た
対
日
直
接
投
資
促
進
の
た
め
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
H2

8.
5.

20
対
日
直
接
投
資
推
進
会
議
決
定
）

法
令
外
国
語
訳
を
と
り
ま
く
情
勢

20
17

●
成
長
戦
略
の
加
速
等

○
対
日
直
接
投
資
の
促
進

日
本
法
令
の
外
国
語
訳
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。

経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
７
（
骨
太
の
方
針
）

（
H2

9.
6.

9
閣
議
決
定
）

●
知
財
シ
ス
テ
ム
基
盤
の
整
備

○
知
財
紛
争
処
理
に
関
す
る
情
報
公
開
・
海
外
発
信

我
が
国
の
知
財
関
係
等
の
法
令
の
透
明
性
を
高
め
，
我
が
国
の
企
業
が
知
的
財
産

を
武
器
に
国
際
的
な
事
業
活
動
を
円
滑
に
行
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
整
備
す
る
た
め
，

ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
つ
つ
，
我
が
国
の
知
財
関
係
等
の
法
令
の
高
品
質
な
英
訳
の
迅
速

な
作
成
・
公
開
を
推
進
し
，
海
外
発
信
す
る
。

知
的
財
産
推
進
計
画
２
０
１
７

（
H2

9.
5.

16
知
的
財
産
戦
略
本
部
決
定
）

●
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
力
強
化
に
向
け
た
官
民
連
携
の
推
進

○
イ
ン
フ
ラ
海
外
展
開
の
た
め
の
法
制
度
等
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備

我
が
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
法
令
の
高
品
質
な
英
訳
を
迅
速
に
作
成
し
，
こ
れ
を
法

制
度
整
備
支
援
を
展
開
す
る
際
に
相
手
国
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
提
供
す
る
ほ
か
，
こ

の
よ
う
な
英
訳
を
海
外
に
発
信
す
る
こ
と
を
通
じ
・
・・
我
が
国
企
業
が
国
際
競
争
力

を
強
化
す
る
前
提
と
な
る
情
報
基
盤
を
整
備

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸
出
戦
略
（
平
成
２
９
年
度
改
訂
版
）

（
H2

9.
5.

29
経
協
イ
ン
フ
ラ
戦
略
会
議
決
定
）

【法務省大臣官房司法法制部　資料２】



◎
A

S
E

A
N
諸
国
等
に
対
す
る
法
制
度
整
備
支
援
の
主
な
取
組

◎
事
業
の
概
要

平
成
２
９
年
度
法
制
度
整
備
支
援
事
業
実
施
状
況

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

【
現
在
の
取
組
】
JIC

A「
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
改
善
の
た
め
の
知
的
財
産
権

保
護
・
法
的
整
合
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

・
法
的
整
合
性
向
上
，
知
財
保
護
体
制
強
化
な
ど

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

【
現
在
の
取
組
】
JIC

A「
民
法
・
民
事
訴
訟
法
運
用
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

・
不
動
産
登
記
法
起
草
，
書
式
例
作
成
，
判
決
書
公
開
な
ど

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

【
現
在
の
取
組
】
JIC

A「
20

20
年
を
目
標
と
す
る
法
･司
法
改
革
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

・
法
令
相
互
の
不
整
合
の
抑
制
・
是
正
，
法
令
の
適
切
な
理
解
と
統
一
的
な
運
用
・

適
用
の
実
現
，
民
事
紛
争
解
決
に
資
す
る
法
令
の
起
草
支
援
な
ど

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国

【
現
在
の
取
組
】
JIC

A「
法
律
人
材
育
成
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
ー
ズ
２
」

・
民
法
起
草
，
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
，
人
材
育
成
支
援
な
ど

ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国

【
現
在
の
取
組
】
JIC

A「
ミ
ャ
ン
マ
ー
法
整
備
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

・
倒
産
法
等
起
草
支
援
，
知
財
裁
判
制
度
構
築
支
援
，
人
材
育
成
支
援

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
民
共
和
国

【
現
在
の
取
組
】
JIC

A国
別
研
修

・
司
法
機
関
職
員
の
能
力
向
上
等

【
今
年
度
の
実
施
内
容
】

・
本
邦
研
修
：
判
例
制
度
等
（
５
月
，
裁
判
所
）
，
不
良
債
権
処
理
・
登
記
等
（７
月
，
首
相

府
）
，
民
事
判
決
執
行
等
（
１
１
月
，
司
法
省
）等

・
現
地
調
査
，
現
地
セ
ミ
ナ
ー
：
財
産
登
記
法
（
４
月
）

【
今
年
度
の
実
施
内
容
】

・
本
邦
研
修
：
知
財
制
度
強
化
，
法
的
整
合
性
向
上
（
７
月
，
１
１
月
，
Ｈ
３
０
．

２
月
）

・
現
地
セ
ミ
ナ
ー
：
法
的
整
合
性
向
上
（
６
月
）

【
今
年
度
の
実
施
内
容
】

・
本
邦
研
修
：
民
事
経
済
法
（
８
月
）
，
教
育
・
研
修
改
善
（1
2月
）
等

・
現
地
セ
ミ
ナ
ー
：
刑
事
法
（
Ｈ
3
0
年
２
月
）
等

・
域
内
格
差
是
正
の
た
め
の
メ
コ
ン
諸
国
に
対
す
る
現
地
セ
ミ
ナ
ー
等
（
ベ
ト
ナ
ム
，
カ
ン
ボ
ジ
ア
，
ラ
オ
ス
，
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

・
知
財
分
野
を
始
め
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
法
令
整
備
の
た
め
の
現
地
セ
ミ
ナ
ー
，
招
へ
い
に
よ
る
共
同
研
究
等
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
，
ミ
ャ
ン
マ
ー
等
）

【
今
年
度
の
実
施
内
容
】

・
現
地
セ
ミ
ナ
ー
：
契
約
（
８
月
）
，
遺
産
分
割
（
Ｈ
3
0
年
１
月
），
離
婚
（Ｈ
3
0
年
３
月
）

【
今
年
度
の
実
施
内
容
】

・
本
邦
研
修
：
経
済
関
連
法
（
６
月
）
，
知
財
関
連
法
（
11
月
），
和
解
調
停
法

（
H
3
0
.2
月
）

・
招
へ
い
に
よ
る
共
同
研
究
：
不
動
産
制
度
共
同
研
究
（
8
月
）

・
現
地
セ
ミ
ナ
ー
：
知
財
裁
判
制
度
（
８
月
，
１
０
月
）
，
和
解
・調
停
制
度
（
４
月
）

【
今
年
度
の
実
施
内
容
】

・
本
邦
研
修
：
訴
訟
外
紛
争
解
決
手
続
（
AD

R）
等
（
1
2
月
）

【法務省法務総合研究所　資料３】



実
施
日

種
類

場
所

概
要

対
象
者

人
数

備
考

H
2
9
.4
.1
～
2
現
地
セ
ミ
ナ
ー
ミ
ャ
ン
マ
ー

和
解
調
停
関
係
に
つ
き
，
日
本
の
弁
護
士
2
名
（
う
ち
1
名
は
元
裁
判
官
）
を
招

き
，
連
邦
最
高
裁
判
所
を
始
め
，
各
地
方
の
裁
判
官
を
集
め
て
講
義
を
実
施

す
る
と
と
も
に
，
模
擬
和
解
手
続
の
実
演
を
行
う
な
ど
し
て
，
和
解
調
停
の
知

見
を
提
供
。

連
邦
最
高
裁
判
所
・
各
地
方

裁
判
所
裁
判
官
等

約
5
0
名

H
2
9
.8
.2
1
～
2
5
現
地
セ
ミ
ナ
ー
ミ
ャ
ン
マ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
（
A
G
）
の
有
識
者
を
招
き
，
知
財
関
係
の
教
科
書

（
新
任
裁
判
官
向
け
／
知
財
事
件
担
当
裁
判
官
向
け
）
作
成
に
向
け
た
議
論
，

知
的
財
産
法
案
が
成
立
し
た
後
に
，
知
財
関
係
紛
争
を
取
り
扱
う
裁
判
所
に

お
い
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
等
に
つ
い
て
議
論
。

連
邦
最
高
裁
判
所
職
員

約
2
0
名

A
G
は
，
弁
護
士
（
元
知
的
財
産

高
等
裁
判
所
裁
判
官
）
，
大
学

教
授
，
弁
護
士
（
大
手
渉
外
事

務
所
）
，
特
許
庁
職
員
，
文
化

庁
職
員
，
法
務
省
職
員
を
メ
ン

バ
ー
と
し
て
結
成
。

H
2
9
.1
0
.1
9
～

2
0

現
地
セ
ミ
ナ
ー
ミ
ャ
ン
マ
ー
Ａ
Ｇ
の
有
識
者
を
招
き
，
知
財
関
係
の
教
科
書
（
新
任
裁
判
官
向
け
/
知
財
事

件
担
当
裁
判
官
向
け
）
作
成
，
模
擬
事
例
を
用
い
て
実
際
に
裁
判
を
す
る
際

に
留
意
す
べ
き
点
等
に
つ
い
て
議
論
を
行
う
予
定
。

連
邦
最
高
裁
判
所
職
員

約
2
0
名

ミ
ャ
ン
マ
ー
知
的
財
産
関
係
活
動

【法務省法務総合研究所　資料３】



実
施
日

種
類

場
所

概
要

対
象
者

人
数

備
考

H
2
9
.7
.2
5
～
8
.4
本
邦
研
修

東
京
・
大
阪

衆
議
院
法
制
局
，
文
化
庁
，
早
稲
田
大
学
，
大
阪
市
等
へ
の
訪
問
（
関

係
者
か
ら
の
講
義
・
説
明
）

法
務
人
権
省
法
規
総

局
・
同
省
知
財
総
局
職

員
等

1
4
名

H
2
9
.6
.5
～
6
.9
現
地
セ
ミ
ナ
ー
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
京
都
大
学
大
石
眞
名
誉
教
授
等
を
講
師
に
招
き
，
日
本
の
立
法
過
程

や
法
律
と
条
例
の
関
係
に
関
す
る
講
義
を
実
施
。

法
務
人
権
省
法
規
総
局

職
員

約
5
0
名

H
2
9
.1
1
.2
4
～

1
2
.1

本
邦
研
修

東
京

内
閣
法
制
局
，
筑
波
大
学
大
学
院
，
法
律
事
務
所
等
へ
の
訪
問
（
関

係
者
か
ら
の
講
義
・
説
明
）

法
務
人
権
省
法
規
総
局

職
員
等

1
7
名

H
3
0
.２
.

本
邦
研
修

東
京

最
高
裁
判
所
司
法
研
修
所
等
へ
の
訪
問
（
関
係
者
か
ら
の
講
義
・
説

明
）

裁
判
所
職
員

1
5
名
程
度

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
知
的
財
産
関
係
活
動

【法務省法務総合研究所　資料３】



◎
A

S
E

A
N
諸
国
等
に
対
す
る
法
制
度
整
備
支
援
の
主
な
取
組

◎
事
業
の
概
要

平
成
３
０
年
度
法
制
度
整
備
支
援
事
業
実
施
予
定

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

【
来
年
度
の
実
施
予
定
】

・
法
務
人
権
省
や
裁
判
所
等
を
対
象
と
す
る
法
的
整
合
性
向
上
，
知
財
保
護

体
制
強
化
な
ど
に
関
す
る
本
邦
研
修
，
現
地
セ
ミ
ナ
ー
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

【
来
年
度
の
実
施
予
定
】

・
不
動
産
登
記
法
等
民
事
関
連
法
令
の
起
草
，
民
事
法
の
運
用
に
必
要
な
書
式
例
等
の
作
成
，

判
決
書
公
開
等
に
向
け
て
，
本
邦
研
修
，
現
地
セ
ミ
ナ
ー
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

【
来
年
度
の
実
施
予
定
】

・
首
相
府
，
司
法
省
，
裁
判
所
等
を
対
象
と
す
る
本
邦
研
修
，
現
地
セ
ミ
ナ
ー
等
を

引
き
続
き
実
施
す
る
。

・
特
に
，
ベ
ト
ナ
ム
司
法
省
が
，

20
15
年
改
正
民
法
を
踏
ま
え
て
，
不
動
産
を
含
む
包
括
的
な
財
産

登
記
法
の
制
定
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
，
こ
れ
に
関
す
る
現
地
調
査
，
現
地
セ
ミ
ナ
ー
及
び
本
邦

研
修
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

・
法
的
予
見
可
能
性
を
高
め
る
判
例
制
度
に
つ
い
て
も
，
引
き
続
き
本
邦
研
修
等
を
実
施
す
る
。

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国

【
来
年
度
の
実
施
予
定
】

・
新
民
法
制
定
，
捜
査
段
階
Ｑ
＆
Ａ
集
改
訂
版
の
普
及
，
人
材
育
成
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
邦
研

修
，
現
地
セ
ミ
ナ
ー
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国

【
来
年
度
の
実
施
予
定
】

・
連
邦
法
務
長
官
府
や
連
邦
最
高
裁
判
所
等
を
対
象
と
す
る
人
材
育
成
，

起
草
支
援
に
関
す
る
本
邦
研
修
，
現
地
セ
ミ
ナ
ー
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

・
特
に
，
近
々
知
的
財
産
関
連
法
の
成
立
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
，
知
財
紛
争
を
扱
う
裁

判
所
に
お
け
る
実
務
的
課
題
（
仮
差
止
め
や
損
害
賠
償
請
求
等
）
を
テ
ー
マ
と
す
る
現
地

セ
ミ
ナ
ー
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
民
共
和
国

【
来
年
度
の
実
施
予
定
】

・
司
法
機
関
職
員
の
能
力
向
上
等
に
向
け
て
，
現
地
セ
ミ
ナ
ー
及
び
本
邦
研

修
を
実
施
す
る
。

・
域
内
格
差
是
正
の
た
め
の
メ
コ
ン
諸
国
に
対
す
る
現
地
セ
ミ
ナ
ー
等
（
ベ
ト
ナ
ム
，
カ
ン
ボ
ジ
ア
，
ラ
オ
ス
，
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

・
知
財
分
野
を
始
め
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
法
令
整
備
の
た
め
の
現
地
セ
ミ
ナ
ー
，
招
へ
い
に
よ
る
共
同
研
究
等
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
，
ミ
ャ
ン
マ
ー
等
）

【法務省法務総合研究所　資料３】



在
外
公
館
に
お
け
る
弁
護
士
を
活
用
し
た
企
業
支
援

委
託
内
容
（
例
）
（
現
地
法
規
制
に
反
し
な
い
範
囲
で
実
施
）


日
本
企
業
を
対
象
と
し
た
無
料
法
律
相
談
会
及
び
セ
ミ
ナ
ー

を
在
外
公
館
等
で
定
期
的
に
実
施


現
地
の
法
令
・
法
制
度
や
そ
の
運
用
に
関
し
て
調
査
し
，
在
外

公
館
に
対
し
報
告
書
を
提
出
（
報
告
書
は
在
外
公
館
に
よ
る

個
々
の
企
業
支
援
や
，
セ
ミ
ナ
ー
等
に
活
用
）


在
外
公
館
が
現
地
政
府
と
交
渉
す
る
際
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
（
事
案
の
分
析
・
整
理
等
）

【
２
９
年
度
実
施
公
館
】
１
１
カ
国
１
５
公
館

￮
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
館
・
在
ス
ラ
バ
ヤ
総
領
事
館
・
在
デ
ン
パ
サ
ー
ル
総
領
事
館
）

￮
タ
イ

（
在
タ
イ
大
使
館
・
在
チ
ェ
ン
マ
イ
総
領
事
館
）

￮
中
国
（
在
中
国
大
使
館
・
在
青
島
総
領
事
館
）
（
※
中
国
全
土
の
案
件
に
つ
き
在
中
国
大
使
館
で
相
談
受
付
可
能
）

￮
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
館
）

￮
モ
ン
ゴ
ル
（
在
モ
ン
ゴ
ル
大
使
館
）

￮
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使
館
）

￮
ロ
シ
ア
（
在
ロ
シ
ア
大
使
館
）
（
※
地
方
都
市
で
も
実
施
）

￮
ケ
ニ
ア
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
（
在
ケ
ニ
ア
大
使
館
・
在
タ
ン
ザ
ニ
ア
大
使
館
（
※
ケ
ニ
ア
担
当
弁
護
士
が
タ
ン
ザ
ニ
ア
滞
在
時
に
対
応
）
）

￮
エ
ジ
プ
ト
・
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
（在
エ
ジ
プ
ト
大
使
館
・
在
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
大
使
館
（
※
エ
ジ
プ
ト
担
当
弁
護
士
が
メ
ー
ル
等
で
対
応
）
）

日
本
企
業
の
活
動
を
法
的
側
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
，
在
外
公
館
に
お
い
て
，
日
本
企
業
に
対
す
る
法
的
問
題
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
や
，
現
地
の
法
令
，
法
制
度
等
に
つ
い
て
の
調
査
・情
報
提
供
等
の
業
務
を
，
日
本
の
弁
護
士
等
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
。

実
施
対
象
公
館
は
，
進
出
し
て
い
る
中
小
企
業
が
多
く
，
ニ
ー
ズ
が
あ
る
地
域
の
公
館
の
中
か
ら
選
定
し
て
い
る
。

【外務省経済局　資料４】



新
輸
出
大
国
コン
ソ
ー
シ
ア
ム


平
成
２
８
年
２
月
に
「新
輸
出
大
国
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
設
立
。Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
を
中
心
に
多
様
な
支
援
機
関
が

参
加
。海
外
ビジ
ネ
ス
に
精
通
した
専
門
家
が
個
々
の
企
業
の
担
当
とな
り、
中
堅
・中
小
企
業
に
対
し、
海
外
事

業
計
画
の
策
定
、現
地
で
の
商
談
や
海
外
店
舗
の
立
上
げ
な
どを
き
め
細
か
く支
援
。


これ
ま
で
に
、4
77
人
の
専
門
家
（
うち
法
務
専
門
家
34
人
）
が
、全
国
6,
28
2社
（
20
17
年
10
月
13
日
時

点
）
に
支
援
。

1,
10
3支
援
機
関

(2
01
7年
10
月
13
日
時
点
)

中 堅 ・ 中 小 企 業 等

新
輸
出
大
国
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

TP
P参
加
国

そ
の
他

ジ
ェ
ト
ロ
海
外
事
務
所
・

現
地
支
援
機
関

国
際
協
力
銀
行

国
際
協
力
銀
行

【
事
務
局
】

地
域
統
括
セ
ン
タ
ー

【
事
務
局
】

ジ
ェ
ト
ロ
本
部
・
大
阪
本
部
・

地
域
統
括
セ
ン
タ
ー

TP
Pを
活
用
し
た

海
外
展
開
に

関
す
る
相
談

支
援
先
企
業
の
紹
介

外
部
専
門
家

を
紹
介 外
部
専
門
家

（
企
業
O
B、
コ
ン
サ
ル
等
）

専
門
家

47
7人

(2
01
7年
10
月
13

日
時
点
)

会
員
証
発
行
企
業

6,
28
2社

（
20
17
年
10
月
13
日
時
点
）

商
工
中
金

商
工
中
金

中
小
機
構

中
小
機
構

商
工
会
議
所

商
工
会

商
工
会
議
所

商
工
会

日
本
政
策

金
融
公
庫

日
本
政
策

金
融
公
庫

経
産
省

政
府
機
関

経
産
省

政
府
機
関

地
方
自
治
体

地
域
支
援
機
関

地
方
自
治
体

地
域
支
援
機
関

日
本
貿
易
会

日
本
貿
易
会

日
本
弁
護
士
連
合
会

日
本
弁
護
士
連
合
会

JI
CA

JI
CA

日
本
貿
易
保
険

日
本
貿
易
保
険

地
方
銀
行

信
用
金
庫

地
方
銀
行

信
用
金
庫

【
お
問
い
合
わ
せ
】

サ
ポ
ー
ト
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

０
１
２
０
－
９
５
－
３
３
７
５

（
平
日

9:
00
～

18
:0

0）
w

w
w

.je
tr

o.
go

.jp
/c

on
so

rt
iu

m
/

農
産
品
：
９
６
７
社
(1
5.
4%
)

水
産
品
：
１
８
４
社
(2
.9
%
)

工
業
品
：
２
６
０
９
社
(4
1.
5%
)

小
売
業
：
４
８
０
社
(7
.6
%
)

卸
売
業
：
８
７
８
社
(1
4.
0%
)

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
：
１
１
６
４
社
(1
8.
5%
)

支
援
ス
キ
ー
ム

対
象
企
業
の
取
り
扱
い
品
目
・
業
種

【経済産業省　資料５】



日
本
企
業
等
の
海
外
展
開
を
法
的
側
面
か
ら

支
援
す
る
た
め
の
特
許
庁
の
主
な
関
連
施
策

20
17
年

10
月

特
許

庁

【特許庁　資料６】



「国
際
戦
略
に
関
す
る
提
言
」に
関
す
る
特
許
庁
の
主
な
関
連
施
策

1

中
小
・ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
に
対
す
る
相
談
・支

援
体
制
強
化


知
財
総
合
支
援
窓
口


海
外
知
的
財
産
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
等
の
派
遣


海
外
事
務
所
へ
の
知
財
専
門
家
配
置


海
外
で
の
出
願
、
侵
害
対
策
、
知
財
係
争
へ
の
資

金
的
支
援

海
外
の
知
的
財
産
関
連
情
報
の
提
供


海
外
特
許
情
報
の
提
供


新
興
国
等
知
財
情
報
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
る
情
報

提
供

我
が
国
審
査
官
・審

判
官
の
派
遣
、
審
査
協
力
等
を
通
じ
た
諸
外
国
の
知
財
シ
ス
テ
ム
の
整
備


特
許
審
査
ハ
イ
ウ
ェ
イ
（Ｐ
Ｐ
Ｈ
）の

発
展


海
外
特
許
庁
と
の
連
携
・
協
力
強
化

審
査
官
等
の
派
遣
・受

入
特
許
審
査
の
協
力

我
が
国
の
審
査
・審

判
に
関
す
る
国
際
的
な
情
報
発
信


海
外
特
許
庁
へ
の
審
査
情
報
発
信
（Ａ
ＩＰ
Ｎ
）


各
庁
に
お
け
る
審
査
結
果
の
相
互
利
用


審
判
制
度
に
関
す
る
情
報
交
換
・情

報
発
信


日
本
企
業
等
の
海
外
展
開
を
法
的
側
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
に
、
特
許
庁
に
て
各
種
施
策
を
実
施

【特許庁　資料６】



知
財
総
合
支
援
窓
口
（知

的
財
産
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談
窓
口
）


中
小
企
業
等
が
企
業
経
営
の
中
で
抱
え
る
ア
イ
デ
ア
段
階
か
ら
事
業
展
開
、
海
外
展
開
ま
で
の
幅
広
い
知
的
財
産
の
多
様
な
課
題
を
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
解
決
す
る
一
元

的
な
窓
口
を
平
成
２
３
年
度
か
ら
４
７
都
道
府
県
に
設
置
。


弁
理
士
や
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
の
活
用
や
支
援
機
関
と
も
連
携
す
る
等
、
中
小
企
業
の
人
材
・資

金
不
足
を
補
完
し
つ
つ
、
解
決
が
困
難
な
高
度
な
知
的
財
産
の
課

題
等
を
解
決
。


平
成
２
８
年
度
か
ら
（
独
）
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
（
I
N
P
I
T
）
へ
全
面
移
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
の
機
能
強
化
、
中
央
と
地
方
の
一
体
化
を
実
施
。

平
成
２
３
年
度

約
５
.６
万
件

平
成
２
４
年
度

約
５
.６
万
件

平
成
２
５
年
度

約
６
.３
万
件

平
成
２
６
年
度

約
６
.９
万
件

平
成
２
７
年
度

約
７
.９
万
件

平
成
２
８
年
度

約
８
.６
万
件

＜
相
談
件
数
＞

特
許

３
３
％

実
用
新
案

１
２
％

意
匠

１
０
％

商
標

３
５
％

そ
の
他

１
０
％

（
営
業
秘
密
・
ノ
ウ
ハ
ウ
、
著
作
権
）

＜
知
財
区
分
＞

【問
い
合
わ
せ
先
】

０
５
７
０
－
０
８
２
１
０
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
最
寄
り
の
窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す

※
昨
年
度
比
約
９
％
増

相
談

支
援

中 小 企 業 等

知 財 総 合 支 援 窓 口

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

等
の
連
携
機
関


営
業
秘
密
・
知
財
戦
略
相
談
窓
口

（
営
業
秘
密
管
理
や
知
財
戦
略
に
関
す
る
相
談
）


海
外
展
開
知
財
支
援
窓
口

（
海
外
知
的
財
産
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
よ
る
支
援
）


産
業
財
産
権
相
談
窓
口

（
特
許
庁
へ
の
出
願
手
続
等
に
関
す
る
相
談
）

I
N
P
I
T
の
専
門
相
談
窓
口

弁
理
士

弁
護
士

中
小
企
業
診
断
士

ブ
ラ
ン
ド
・デ
ザ
イ
ン
専
門
家

企
業
O
B
等

※
弁
理
士
・
弁
護
士
は
窓
口
へ
の
常
駐
も
実
施

（
週
１
回
以
上
、
月
１
回
以
上
）

専
門
的
な
知
識
が
必
要
な
相
談
は

専
門
家
と
連
携
し
て
支
援

連
携

機
関

◎
中
小
企
業
支
援
機
関
（
中
小
機
構
、
商
工
会
、

商
工
会
議
所
、
都
道
府
県
の
中
小
企
業
支
援
セ
ン

タ
ー
、
地
方
農
政
局
、
日
本
規
格
協
会
等
）

◎
大
学
・
研
究
機
関

◎
海
外
展
開
支
援
機
関
（
J
E
T
R
O
等
）

知
財
で
経
営
強
化

・
制
度
説
明
を
通
じ
知
財
の
重
要
性
を
認
識

・
権
利
化
か
ノ
ウ
ハ
ウ
管
理
か
助
言

・
知
財
に
関
す
る
支
援
施
策
を
紹
介

・
海
外
の
制
度
概
要
・
手
続
方
法
等
を
説
明

・
地
域
団
体
商
標
制
度
に
つ
い
て
説
明

・
外
部
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
を
実
施

・
研
究
開
発
の
成
果
を
適
切
に
保
護
し
た
い

・
知
財
に
関
す
る
支
援
施
策
を
教
え
て
欲
し
い

・
海
外
で
模
倣
さ
れ
て
い
る
の
で
対
処
し
た
い

・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
保
護
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い

・
事
業
モ
デ
ル
を
踏
ま
え
効
果
的
に
特
許
取
得
し
た
い
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3

海
外
知
的
財
産
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
等
の
派
遣

特
許
庁
・
IN

P
IT

海
外
事
業
展
開
の
知
的
財
産
面
で
の
支
援

・
事
業
に
適
し
た
知
財
戦
略
策
定

・
模
倣
品
等
を
見
据
え
た
進
出
国
で
の
権
利
化

・
技
術
流
出
等
に
対
応
す
る
社
内
知
財
体
制
構
築

等

海
外
市
場

中
堅
・中

小
企
業
等

海
外
知
的
財
産
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
支
援
例


海
外
知
的
財
産
事
情
を
踏
ま
え
た
事
業
展
開
に
即
し
た
知
財
戦
略
の
策
定
支
援


海
外
展
開
の
際
の
知
財
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
や
契
約
書
策
定
に
あ
た
っ
て
の
ア
ド
バ
イ
ス


技
術
流
出
や
冒
認
出
願
等
の
懸
念
を
踏
ま
え
た
、
外
国
展
示
会
出
展
、
サ
ン
プ
ル
・図

面
提
供
の
方
向
性
等
の
提
案


技
術
流
出
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
社
内
知
財
管
理
体
制
の
構
築
支
援


海
外
知
財
リ
ス
ク
に
対
す
る
意
識
向
上
の
た
め
の
啓
発
活
動

等

海
外
知
的
財
産
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

知
財
戦
略
エ
キ
ス
パ
ー
ト

支 援


民
間
企
業
等
で
の
海
外
駐
在
経
験
の
あ
る
知
財
専
門
人
材
「
海
外
知
的
財
産
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
を
派
遣
し
、
中
小
・
中
堅
企
業
を
中
心
に
、

事
業
内
容
や
進
出
国
の
知
財
保
護
事
情
に
適
し
た
権
利
取
得
、
管
理
・活

用
等
の
知
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
援
。


「
海
外
知
的
財
産
活
用
講
座
」を
開
催
し
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
情
報
管
理
や
知
財
面
で
の
リ
ス
ク
を
中
心
に
情
報
提
供
。


2
01

7
年

1
0
月
現
在
、

IN
P

IT
東
京
本
部
に
海
外
知
的
財
産
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

6
名
、

IN
P

IT
近
畿
統
括
本
部
（
IN

P
IT

-
K
A

N
S
A

I）
に
海
外
展
開

支
援
及
び
営
業
秘
密
・知

財
戦
略
に
関
す
る
知
財
戦
略
エ
キ
ス
パ
ー
ト

4名
を
配
置
。
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海
外
事
務
所
へ
の
知
財
専
門
家
配
置
（ジ
ェ
ト
ロ
等
を
活
用
し
た
支
援
体
制
）


知
財
専
門
家
や
弁
理
士
を
ジ
ェ
ト
ロ
等
の
海
外
事
務
所
へ
派
遣
し
、
現
地
の
知
財
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
日
系
企
業
の
支
援
を

実
施
。

台
湾

（
日
本
台
湾
交
流
協
会
台
北
事
務
所
）

ド
イ
ツ

（
ジ
ェ
ト
ロ
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
事
務
所
）

中
国

（
ジ
ェ
ト
ロ
北
京
事
務
所
）

韓
国

（
ジ
ェ
ト
ロ
ソ
ウ
ル
事
務
所
）

ア
メ
リ
カ

（
ジ
ェ
ト
ロ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
）

タ
イ

（
ジ
ェ
ト
ロ
バ
ン
コ
ク
事
務
所
）

イ
ン
ド

（
ジ
ェ
ト
ロ
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
事
務
所
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

（
ジ
ェ
ト
ロ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
）

Ｕ
Ａ
Ｅ

（
ジ
ェ
ト
ロ
ド
バ
イ
事
務
所
）

ブ
ラ
ジ
ル

（
ジ
ェ
ト
ロ
サ
ン
パ
ウ
ロ
事
務
所
）
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海
外
で
の
出
願
、
侵
害
対
策
、
知
財
係
争
へ
の
資
金
的
支
援

○
外
国
出
願
支
援
（
中
小
企
業
等
外
国
出
願
支
援
事
業
）


中
小
企
業
等
に
よ
る
戦
略
的
な
外
国
出
願
の
促
進
を
図
る
た
め
、

(独
）
日
本
貿
易
振
興
機
構
及
び
都
道
府
県
中
小
企
業

支
援
セ
ン
タ
ー
等
を
通
じ
、
中
小
企
業
者
等
の
外
国
出
願
に
か
か
る
費
用
を
助
成
。


補
助
対
象
経
費
は

○
外
国
特
許
庁
へ
の
出
願
手
数
料

○
翻
訳
費
用

○
現
地
代
理
人
費
用

○
国
内
代
理
人
費
用

○
侵
害
対
策
願
支
援
（
中
小
企
業
等
海
外
侵
害
対
策
支
援
事
業
）


海
外
で
の
模
倣
品
に
関
す
る
調
査
か
ら
模
倣
品
業
者
に
対
す
る
警
告
・
行
政
摘
発
手
続
ま
で
の
費
用
を
補
助
（
模
倣
品
対

策
支
援
）
。


海
外
で
現
地
企
業
か
ら
知
財
侵
害
に
よ
り
訴
え
ら
れ
た
場
合
の
弁
護
士
へ
の
相
談
や
訴
訟
準
備
・
訴
訟
に
係
る
費
用
を
補

助
（
防
衛
型
侵
害
対
策
支
援
）
。


冒
認
商
標
に
対
す
る
異
議
申
立
や
取
消
審
判
請
求
、
訴
訟
等
冒
認
商
標
の
無
効
・
取
消
係
争
に
係
る
費
用
を
補
助
（
冒
認

商
標
無
効
・
取
消
係
争
支
援
）
。

○
外
国
知
財
係
争
支
援
（
海
外
知
財
訴
訟
保
険
補
助
事
業
）


中
小
企
業
等
が
海
外
知
財
訴
訟
へ
の
対
抗
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
全
国
規
模
の
中
小
企
業
等
を

会
員
と
し
た
団
体
を
運
営
主
体
と
す
る
知
財
訴
訟
費
用
を
賄
う
海
外
知
財
訴
訟
保
険
制
度
を
創
設
。


海
外
知
財
訴
訟
保
険
へ
の
会
員
企
業
の
加
入
を
促
す
た
め
の
掛
金
負
担
を
軽
減
（
掛
金
の
１
／
２
を
補
助
）
。
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
世
界
で
通
用
す
る
安
定
し
た
権
利
の
設
定
に
は
、
英
語
以
外
の
外
国
語
文
献
の
調
査
が
必
要
。


急
増
す
る
中
国
語
・
韓
国
語
の
特
許
文
献
の
検
索
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
中
国
・
韓
国
特
許
文
献
の
全
文
を
日

本
語
に
機
械
翻
訳
し
、
日
本
語
で
検
索
で
き
る
「
中
韓
文
献
翻
訳
・
検
索
シ
ス
テ
ム
」
の
提
供
を
平
成

2
7
年

1
月
よ
り
開
始
。


外
国
庁
・
機
関
と
の
交
渉
に
よ
り
収
集
し
た
、
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
の
強
い
諸
外
国
の
特
許
情
報
に
つ
い
て
、
日
本
語
ユ
ー

ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
よ
り
提
供
す
る
「
外
国
特
許
情
報
サ
ー
ビ
ス

(F
O

P
IS

E
R

)」
を
平
成

2
7
年

8
月
よ
り
開
始
。

海
外
特
許
情
報
の
提
供

6

中
韓
文
献
翻
訳
・
検
索
シ
ス
テ
ム

外
国
特
許
情
報
サ
ー
ビ
ス

(F
O

P
IS

E
R

)

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
台
湾
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

E
U
IP
O
(欧

州
)の
情
報
を
収
録

2
0
0
3
年
1
月
公
開
分
以
降
の
中
国
文
献
・韓

国
文
献
、
合
計
約
1
,8
6
9
万
件

（
2
0
1
7
年
1
0
月
時
点
）
の
全
文
を
蓄
積
、
日
本
語
で
検
索
可
能

U
R
L
:h
tt
p
:/
/w
w
w
.c
k
g
s
.j
p
o
.g
o
.j
p
/

U
R
L
:h
tt
p
s:
//
w
w
w
.f
o
re
ig
n
se
a
rc
h
.j
p
o
.g
o
.j
p
/

対
象
国
を
選
択
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド

（
英
語
）
を
入
力
し
て
検
索

機
械
翻
訳
の
利
用
に
よ
り
、

日
本
語
で
の
照
会
が
可
能

検
索
項
目
を
選
択
し
、
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
（
日
本
語
）
を
入
力
。

フ
リ
ー
検
索
条
件
、
Ｎ
Ｏ
Ｔ
検
索
条
件
に
よ
り
検
索
が
可
能
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
我
が
国
企
業
が
新
興
国
等
で
の
様
々
な
海
外
知
財
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
、
我
が
国
企
業
の
法
務
・
知
財
担
当
者
等
を
対
象
に
､各
国
の

知
財
実
務
情
報
を
幅
広
く
提
供
す
る
た
め
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
｡


現
在
は
、
東
ア
ジ
ア
、
ア
セ
ア
ン
を
中
心
に
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
、
今
後
、
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
、
掲
載
対
象
国
数
を
拡
大
し
、
掲

載
情
報
を
充
実
す
る
。

7

新
興
国
等
知
財
情
報
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
る
情
報
提
供

先
行
調
査

出
願
実
務

活
用
･そ
の
他

法
制
度
調
査

特
許
法
､商
標
法
､条
約
､

施
行
規
則
､審
査
基
準

文
献
調
査

特
許
公
報
等
の
調
べ
方

秘
密
管
理

営
業
秘
密
管
理
､

技
術
流
出
防
止

出
願

手
続
の
流
れ
､優
先
権
主
張

審
査

審
査
の
流
れ
､新
規
性
の
判
断
､

進
歩
性
の
判
断
､

記
載
要
件
の
不
備

補
正

補
正
の
制
限

審
判
対
応

侵
害
訴
訟
､手
続
の
流
れ

訴
訟
対
応

無
効
審
判
､訂
正
審
判
､

手
続
の
流
れ

実
施
許
諾

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
、
海
外
送
金

費
用

出
願
、
登
録
、
審
判
、
訴
訟
の
費
用

現
地
機
関
調
査

知
財
庁
､裁
判
所
､そ
の
他
の
関
連
機
関

審
判
決
調
査

審
決
･判
決
の
調
べ
方

統
計
調
査

出
願
･登
録
件
数
、
訴
訟
件
数

新 興 国 等 知 財 情 報 デ ー タ バ ン ク

＊
主
な
情
報
掲
載
対
象
国
：
中
国
、
韓
国
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル

＊
掲
載
記
事
件
数
：1

,9
41
件
（2

01
7
年

1
0月

）

海
外
ビ
ジ
ネ
ス

検
討
開
始

海
外
ビ
ジ
ネ
ス

成
功
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8

特
許
審
査
ハ
イ
ウ
ェ
イ
（P

P
H
）の

発
展

１
.高
い
特
許
査
定
率


P

P
H
出
願
に
関
す
る
特
許
査
定
率
は
各
国
・地

域

に
お
い
て
高
い
。

２
.Ｆ
Ａ
期
間
の
短
縮


Ｆ
Ａ
（一

次
審
査
）通

知
ま
で
の
期
間
・権

利
化
ま
で

の
期
間
の
短
縮
。

３
.迅
速
な
審
査
と
コ
ス
ト
削
減


F
A
で
の
特
許
率
が
高
く
、
各
国
・地

域
で
の
オ
フ
ィ

ス
ア
ク
シ
ョ
ン
が
減
り
、
中
間
経
費
削
減
に
つ
な
が

る
。


特
許
審
査
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
主
な
利
点

:

新
興
国
へ

P
P

H
を
拡
大
し
、
日
本
企
業
の
海
外

進
出
を
サ
ポ
ー
ト

【
P

P
H
参
加
庁
数
（4

7
庁
：
20

1
7年

10
月
現
在
】

4
5


特
許
審
査
ハ
イ
ウ
ェ
イ
（
P
at

e
nt

P
ro

se
cu

ti
o
n

H
ig

h
w

ay
）
は
、
あ
る
国
で
特
許
権
を
取
得
可
能
と
判
断
さ
れ
た
出
願
に
つ
き
、
他
の
国
で
の

簡
易
な
手
続
に
よ
り
早
期
に
審
査
を
受
け
ら
れ
る
取
組
。


P

P
H
参
加
国
・
地
域
の
数
は
、

4
7か

国
・地

域
に
拡
大
（2

01
7
年

1
0月

現
在
）。

P
P

H
の
利
用
件
数
も
着
実
に
増
加
。


各
庁
の

P
P

H
に
関
す
る
統
計
指
標
を
分
析
す
る
等
、
更
な
る

P
P

H
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ユ
ー
ザ
ー
利
便
性
向
上
に
取
り
組
む
。


我
が
国
の
特
許
権
と
同
様
の
特
許
権
を
早
期
取
得
で
き
る
｢特
許
の
付
与
円
滑
化
に
関
す
る
協
力
（
Ｃ
Ｐ
Ｇ
）
｣を
カ
ン
ボ
ジ
ア
及
び
ラ
オ
ス
と
の

間
で
開
始
。

*
日
本
と
の
間
で
の

P
P
H
未
実
施

P
P

H
を
開
始
し
た
年

01020304050

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

韓
、
英

カ
ナ
ダ
、
独
、
豪
、

欧
、
デ
ン
マ
ー
ク

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

露
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ハ
ン
ガ
リ
ー

ス
ペ
イ
ン

メ
キ
シ
コ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

イ
ス
ラ
エ
ル
、
北
欧
、台

湾
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

中
国
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

フ
ィ
リ
ピ
ン
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
、

チ
ェ
コ

タ
イ

マ
レ
ー
シ
ア

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
*

ル
ー
マ
ニ
ア
、

エ
ジ
プ
ト
、

エ
ス
ト
ニ
ア

日
本
提
案
に
よ
り

日
米
間
で
始
動

ペ
ル
ー
*、

ブ
ラ
ジ
ル
、

ベ
ト
ナ
ム
、

モ
ロ
ッ
コ
*、

チ
リ
、

パ
ラ
グ
ア
イ
*、

ウ
ル
グ
ア
イ
*、

エ
ク
ア
ド
ル
*、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ト
ル
コ
*

4
7
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（参
考
）特

許
審
査
ハ
イ
ウ
ェ
イ
（P

P
H

: 
P

a
te

n
t 

P
ro

s
e

c
u

ti
o

n
 H

ig
h

w
a

y
）

第
１
庁

対
応
出
願

Ｐ
Ｐ
Ｈ
の

申
出

早
期
審
査

出
願

サ
ー
チ
・

審
査
結
果

第
２
庁
が
、
第
１
庁
の
サ
ー
チ
・審

査
結
果
を
利
用
。

第
２
庁

特
許

海
外
で
の
早
期
権
利
化
・審
査
の
質
の
向
上
・特
許
取
得
コ
ス
ト
の
削
減

9【特許庁　資料６】



1
0

海
外
特
許
庁
と
の
連
携
・協

力
強
化
（審

査
官
等
の
派
遣
・受

入
）

＜
国
際
審
査
協
力
＞


我
が
国
と
海
外
特
許
庁
相
互
に
、
審
査
官
を
派
遣
し
、
実
際
の
出
願
に
つ
い
て
の
特
許
要
件
等
に
関
す
る
議
論
を
通
じ
、
相
手
国
の
審
査
手

続
や
特
許
要
件
の
判
断
基
準
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
審
査
実
務
の
調
和
や
施
策
・取

組
の
推
進
を
目
指
す
。


ア
ジ
ア
諸
国
等
新
興
国
で
知
的
財
産
制
度
の
整
備
を
支
援
す
る
た
め
、
特
許
審
査
官
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
家
の
海
外
派
遣
や
受
入
を
通
じ

て
、
日
本
式
の
制
度
や
審
査
実
務
等
の
知
財
シ
ス
テ
ム
の
浸
透
、
情
報
化
支
援
な
ど
を
行
い
、
日
系
企
業
の
知
財
ビ
ジ
ネ
ス
を
後
押
し
す
る
。

２
０
０
０
年
４
月
か
ら

２
０
１
７
年
９
月
末
ま
で
の
実
績

（
延
べ
人
数
）

【特許庁　資料６】




経
済
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
新
興
国
に
つ
い
て
は
、
審
査
官
へ
の
Ｊ
Ｐ
Ｏ
の
審
査
手
法
の
普
及
・浸

透
、
Ｐ
Ｐ
Ｈ
の
実
効
性
向
上
の
た
め
、
様
々
な
審
査
協
力
を

実
施
。
我
が
国
企
業
の
出
願
が
日
本
で
取
得
し
た
権
利
と
同
じ
範
囲
で
早
期
に
権
利
保
護
さ
れ
る
こ
と
で
、
我
が
国
企
業
に
よ
る
円
滑
か
つ
予
見
性
高
い
特

許
権
取
得
が
期
待
。

1
1

海
外
特
許
庁
と
の
連
携
・協

力
強
化
（特

許
審
査
の
協
力
）


イ
ン
ド
特
許
庁
で
は
、
２
０
１
６
年
４
月
に
約
４
６
０
名
の
特
許
審
査
官
を
採
用
。
（
そ

れ
ま
で
イ
ン
ド
特
許
庁
の
審
査
官
は
約
２
８
０
名
。
）


平
成
２
８
年
度
に
行
わ
れ
た
新
人
研
修
に
Ｊ
Ｐ
Ｏ
審
査
官
を
の
べ
１
２
名
派
遣
し
、

特
許
審
査
プ
ロ
セ
ス
の
う
ち
中
核
と
な
る
「
先
行
技
術
文
献
の
サ
ー
チ
」
、
「
実
体

審
査
の
判
断
手
法
」
等
を
指
導
。


こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
新
人
研
修
に
他
国
の
審
査
官
が
指
導
的
立
場
で
参
画
す
る

こ
と
は
世
界
的
に
見
て
も
Ｊ
Ｐ
Ｏ
が
初
め
て
。


平
成
２
９
年
度
は
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
な
る
研
修
を
実
施
。


イ
ン
ド
ネ
シ
ア
特
許
庁
で
は
、
２
０
１
３
年
６
月
か
ら
Ｐ
Ｐ
Ｈ
を
実
施
し
て
い
る
が
、
特

許
出
願
書
類
の
管
理
不
足
等
か
ら
早
期
審
査
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。


Ｊ
Ｐ
Ｏ
審
査
官
を
２
０
１
６
年
夏
以
降
の
べ
１
０
名
派
遣
し
Ｐ
Ｐ
Ｈ
運
用
確
立
の
支
援

を
実
施
。


こ
れ
に
よ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
特
許
庁
で
の
Ｐ
Ｐ
Ｈ
の
審
査
が
進
み
、
支
援
開
始
以

降
の
６
か
月
で
２
０
０
件
以
上
の
Ｐ
Ｐ
Ｈ
案
件
の
審
査
結
果
が
通
知
さ
れ
た
（
支
援

前
は
３
年
間
で
審
査
が
行
わ
れ
た
の
は
３
０
件
程
度
）
。


タ
イ
特
許
庁
で
は
、
２
０
１
６
年
１
０
月
及
び
２
０
１
７
年
２
月
に
合
計
約
５
０
名
の
特
許

審
査
官
を
採
用
。
（
そ
れ
ま
で
タ
イ
特
許
庁
の
審
査
官
は
３
０
名
弱
。
）


平
成
２
８
年
度
に
行
わ
れ
た
新
人
審
査
官
研
修
に
Ｊ
Ｐ
Ｏ
審
査
官
を
の
べ
８
名
派
遣
し
、

特
許
審
査
実
務
の
基
礎
を
網
羅
的
に
指
導
。


加
え
て
、
新
人
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
る
審
査
官
に
対
し
て
も
、
審
査
の
指
導
方
法
に

関
す
る
研
修
を
提
供
。


新
人
審
査
官
の
み
な
ら
ず
、
新
人
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
る
審
査
官
に
対
し
て
も
指

導
を
行
う
と
い
う
包
括
的
な
協
力
は
初
め
て
。


平
成
２
９
年
度
は
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
な
る
研
修
を
実
施
予
定
。

イ
ン
ド
に
お
け
る
新
人
特
許
審
査
官
研
修
へ
の
協
力

タ
イ
に
お
け
る
新
人
特
許
審
査
官
研
修
へ
の
協
力

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
Ｐ
Ｐ
Ｈ
運
用
確
立
支
援
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ア
メ
リ
カ

カ
ナ
ダ

コ
ロ
ン
ビ
ア

チ
リ

ブ
ラ
ジ
ル

メ
キ
シ
コ

イ
ン
ド

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

カ
ン
ボ
ジ
ア

韓
国

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ス
リ
ラ
ン
カ

タ
イ

台
湾

中
国

パ
キ
ス
タ
ン

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

フ
ィ
リ
ピ
ン

ブ
ー
タ
ン

ブ
ル
ネ
イ

ベ
ト
ナ
ム

マ
レ
ー
シ
ア

ミ
ャ
ン
マ
ー

ラ
オ
ス

イ
ギ
リ
ス

ウ
ク
ラ
イ
ナ

エ
ス
ト
ニ
ア

オ
ー
ス
ト
リ
ア

オ
ラ
ン
ダ

ギ
リ
シ
ャ

ク
ロ
ア
チ
ア

ス
イ
ス

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ス
ペ
イ
ン

ス
ロ
バ
キ
ア

セ
ル
ビ
ア

チ
ェ
コ

デ
ン
マ
ー
ク

ド
イ
ツ

ノ
ル
ウ
ェ
ー

ハ
ン
ガ
リ
ー

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

フ
ラ
ン
ス

ポ
ー
ラ
ン
ド

ポ
ル
ト
ガ
ル

ル
ー
マ
ニ
ア

ロ
シ
ア

E
A

P
O

E
P

O

イ
ス
ラ
エ
ル

ウ
ガ
ン
ダ

エ
ジ
プ
ト

エ
チ
オ
ピ
ア

カ
ザ
フ
ス
タ
ン

ガ
ン
ビ
ア

キ
ル
ギ
ス

ケ
ニ
ア

ザ
ン
ビ
ア

ト
ル
コ

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

マ
リ

モ
ロ
ッ
コ

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

ブ
ル
ン
ジ

ル
ワ
ン
ダ

A
R

IP
O

O
A

P
I

※
2
0
1
7
年

1
0
月
時
点

A
IP

N
  

J
a

p
a

n
 P

a
te

n
t 

O
ff

ic
e

海
外
庁
へ
の
審
査
情
報
発
信
（高

度
産
業
財
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（A

IP
N
））

我
が
国
で
の
審
査
結
果
を
外
国
特
許
庁
に
英
語
で
発
信

①
出
願
人
の
手
続
を
軽
減
。
外
国
特
許
庁
で
迅
速
・
的
確
な

審
査
に
貢
献
。
外
国
庁
の
審
査
負
担
が
軽
減
。

②
我
が
国
出
願
人
の
海
外
に
お
け
る
円
滑
な
権
利
取
得
を

促
進
。

出
願
情
報

審
査
書
類
情
報

出
願
情
報

審
査
書
類
情
報

高
度
産
業
財
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
A

IP
N
：
A

d
va

n
c
e
d
 I
n
d
u
st

ri
al

 P
ro

p
e
rt

y 
N

e
tw

o
rk

)
海
外
産
業
財
産
権
庁
へ
日
本
の
出
願
情
報
及
び
審
査
関
連
書
類
情
報
を
提
供

（
日
英
機
械
翻
訳
を
活
用
）

出
願
情
報

審
査
書
類
情
報

1
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各
庁
に
お
け
る
審
査
結
果
の
相
互
利
用


五
大
特
許
庁
の
審
査
結
果
を
共
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
ワ
ン
ポ
ー
タ
ル
ド
シ
エ
（O

P
D
）
を
、
日
本
主
導
で

2
01

3
年

7
月
に
構
築
。


日
本
は
、

2
0
1
4
年

3
月
に

J
P

O
-O

P
D
と

W
IP

O
-C

A
S
E
を
先
行
的
に
連
携
し
、

20
1
5年

7月
に

W
IP

O
-C

A
S
E
に
正
式
参
加
。


世
界
各
地
の
特
許
庁
間
で
審
査
結
果
が
相
互
利
用
さ
れ
る
べ
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
審
査
の
的
確
性
・
効
率
性
向
上
を
推
進
。


ワ
ン
ポ
ー
タ
ル
ド
シ
エ
（
O

P
D
）
を
通
じ
て
、
他
庁
は
、
日
本
の
審
査
書
類
情
報
に
年
間
約

45
万
回
ア
ク
セ
ス
（
2
01

6
年
）
。
米
欧
中
韓
を

含
む
他
庁
は
、
日
本
の
審
査
情
報
を
重
視
し
、
そ
の
審
査
情
報
を
踏
ま
え
た
審
査
を
行
っ
て
い
る
。

1
3

連
携

ワ
ン
・ポ
ー
タ
ル
・ド
シ
エ

(O
P
D
)

欧
州
特
許
庁

日
本

韓
国

米
国

中
国


五
庁
に
加
え
て
、


2
5
の
国
・
機
関
(※
) が
参
加
(2
0
1
7
年
1
0
月
時
点
）


オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
W
IP
O
（
P
C
T
国
際
出
願
）

は
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
も
ド
シ
エ
情
報
を
提
供

W
IP
O
-C
A
S
E

（
W
IP
O
の
ド
シ
エ
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
）

※
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

エ
ジ
プ
ト
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
チ
リ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ル
ネ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、

ラ
オ
ス
、
E
A
P
O
、
W
IP
O


今
後
の
更
な
る
拡
大
が
期
待
さ
れ
る

※
W
IP
O

-C
A

S
E
と
は
、

W
IP

O
が
提
供
す
る
中
小
規
模
知
財
庁
向
け
の
審
査
書
類
情
報
の
共
有
シ
ス
テ
ム
。
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1
4

審
判
制
度
に
関
す
る
情
報
交
換


企
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
各
国
の
審
判
制
度
・
運
用
に
関
す
る
情
報
に
対
す
る
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー

ズ
が
増
大
。


毎
年
、
日
中
韓
の
三
庁
間
及
び
日
台
間
で
審
判
制
度
に
関
す
る
情
報
交
換
を
進
め
、
得
ら
れ
た
情
報
を
ユ
ー
ザ

ー
へ
提
供
。


今
年
は
、
欧
米
と
の
審
判
分
野
に
お
け
る
連
携
を
進
め
る
た
め
、
米
国
特
許
商
標
庁
特
許
審
判
部
、
欧
州
特
許

庁
審
判
部
及
び
ド
イ
ツ
連
邦
特
許
裁
判
所
を
訪
問
し
、
審
判
実
務
に
関
す
る
情
報
交
換
を
実
施
。

第
５
回
会
合
（
２
０
１
７
年
９
月
に
韓
国
で
開
催
）

日
中
韓
の
審
判
統
計
情
報
の
共
有
・公

表
を
進
め
る
と
と
も

に
、
審
判
制
度
に
関
す
る
比
較
研
究
を
実
施
。

日
中
韓
審
判
専
門
家
会
合
（
２
０
１
３
年
～
）

第
３
回
会
合
（２
０
１
７
年
７
月
に
日
本
で
開
催
）

日
中
の
審
判
制
度
・運

用
に
関
す
る
意
見
交
換
や
、
審
判
統

計
情
報
の
交
換
を
実
施
。

日
中
審
判
専
門
家
会
合
（
２
０
１
５
年
～
）

第
３
回
会
合
（２
０
１
７
年
９
月
に
韓
国
で
開
催
）

審
判
官
に
よ
る
実
事
件
を
用
い
た
意
見
交
換
の
実
施
を
通

じ
て
、
審
判
実
務
に
関
す
る
情
報
の
交
換
を
実
施
。

日
中
韓
国
際
審
判
官
協
議
（
２
０
１
５
年
～
）

第
８
回
会
合
（２
０
１
７
年
７
月
に
日
本
で
開
催
）

日
韓
の
審
判
制
度
・
運
用
に
関
す
る
意
見
交
換
や
、
審
判

統
計
情
報
の
交
換
を
実
施
。

日
韓
審
判
専
門
家
会
合
（
２
０
１
０
年
～
）

日
台
の
審
判
分
野
に
お
け
る
協
力
（
２
０
１
４
年
～
）

第
３
回
（
２
０
１
７
年
１
１
月
に
台
湾
で
開
催
予
定
）

審
判
官
に
よ
る
審
判
実
務
に
関
す
る
意
見
交
換
や
、
審
判

統
計
情
報
の
交
換
を
実
施
。

欧
米
と
の
協
力
の
推
進

２
０
１
７
年
５
月
に
ド
イ
ツ
、
６
月
に
米
国
で
開
催

米
国
特
許
商
標
庁
特
許
審
判
部
、
欧
州
特
許
庁
審
判
部
、
ド

イ
ツ
連
邦
特
許
裁
判
所
と
の
情
報
交
換
を
実
施
。

【特許庁　資料６】



1
5

審
判
制
度
に
関
す
る
情
報
発
信

○
審
決
英
訳
の
外
部
発
信

○
審
判
実
務
者
研
究
会
の
研
究
成
果
の
英
訳
公
表

○
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

・
審
判
に
関
す
る
国
際
的
な
情
報
発
信
の
充
実
強
化
の
た
め
、

2
0
1
6
年

1
月
よ
り
、
重
要
審

決
に
つ
い
て
手
翻
訳
に
よ
る
精
緻
な
英
訳
を
、
特
許
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
開
始
。

・
本
年
度
は
、

9
月
ま
で
に

3
7
件
の
英
訳
を
公
表
済
。

・
審
判
実
務
上
重
要
と
考
え
ら
れ
る
審
判
決
事
例
に
つ
い
て
、
庁
内
外
の
実
務
者
に
よ
る

研
究
会
を
行
い
、
そ
の
報
告
書
要
約
編
の
英
訳
を
公
表
。

・
本
年
度
版
は
年
度
末
ま
で
に
公
表
予
定
。

・
本
年
は
、

7
月
に
「
日
中
韓
特
許
庁
ユ
ー
ザ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
を
日
本
で
開
催
し
た
ほ
か
、

1
0
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
「
Ａ
ＩＰ
Ｐ
Ｉ総
会
」
に
出
席
。

・
本
年

1
0
月

3
0
日
～

1
1
月

1
日
は
、
日
中
韓
・
A

S
E
A

N
諸
国
に
お
け
る
知
的
財
産
紛
争

解
決
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
国
際
知
財
司
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
1
7
」
を
日
本
で
開
催
し
、

日
本
の
審
判
制
度
に
関
す
る
情
報
を
発
信
予
定
。

・
来
年
度
は
、
日
米
欧
を
対
象
と
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
日
本
で
開
催
予
定
。

日
中
韓
特
許
庁
ユ
ー
ザ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子

審
判
実
務
者
研
究
会
報
告
書

特
許
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【特許庁　資料６】



国際仲裁の活性化に向けた関係府省連絡会議の開催について 
 

平成 29 年９月 21 日 
関 係 府 省 申 合 せ 

 
１．国際的な紛争解決の手段として仲裁手続が積極的に活用されるようになってきているこ

とから、我が国における国際仲裁の活性化に向けて必要な基盤整備を図るべく、関係行政

機関等の連携・協力を確保し、総合的かつ効果的な取組を検討・推進するため､国際仲裁の

活性化に向けた関係府省連絡会議（以下「会議」という。）を開催する。 
 
２．会議の構成は、次のとおりとする。ただし、議長は、必要があると認めるときは、構成員

及びオブザーバーを追加し、又は関係者の出席を求めることができる。 
 

議    長    内閣官房副長官補（内政） 
構  成  員    内閣官房内閣審議官（内閣官房副長官補付） 

内閣府知的財産戦略推進事務局長 
法務省大臣官房審議官（国際・人権担当） 
外務省経済局長 
外務省国際法局長 
スポーツ庁次長 
経済産業省貿易経済協力局長 
国土交通省総合政策局長 

オブザーバー    一般社団法人日本海運集会所理事長 
一般社団法人日本商事仲裁協会理事（仲裁担当） 
日本知的財産仲裁センター長 
公益財団法人日本スポーツ仲裁機構長 
日本商工会議所国際部担当部長 
一般社団法人日本経済団体連合会経済基盤本部副本部長 
公益社団法人経済同友会政策調査部調査役 
公益社団法人日本仲裁人協会代表理事 
最高裁判所事務総局民事局長 
日本弁護士連合会副会長 
東京都政策企画局理事（事業調整担当） 
大阪府商工労働部長 

 
３．会議の下に幹事会を置く。幹事会の構成員は、関係行政機関の職員で議長の指定する官

職にある者とする。 
 
４．会議及び幹事会の庶務は、内閣官房の協力を得て、法務省及び経済産業省において処理

する。 
 
５．前各項に定めるもののほか、会議の運営に関する事項その他必要な事項は、議長が定め

る。 

【資料７】
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